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出し順やリソースの状態にどんな意味

があるのかなど、「アーキテクチャをざ

っと理解しておく必要がある」という

ことなのである。

この理解を助けてくれるのがデバッ

グツールである。どんなツールであれ

有識者が何らかの調査を行なうために

開発されたのだから、そのツールの開

発目的や処理結果を理解することはア

ーキテクチャの理解の手助けとなる。

今回は数多く存在するツールの中か

ら、米Sysinternals社が提供するフリー

ウェア「Process Explorer」を紹介す

る。Process Explorerは以下のURLか

らダウンロードできる。

http://www.sysinternals.com/utilities/
processexplorer.html

Process ExplorerはWindows開発者

にとって必須といっても良いユーティ

リティであり、これを使えばデバッグ

に役立つさまざまな情報を取得できる。

今回はこのツールの機能の中からDLL

とハンドルを表示する機能について紹

介する。

DLLの調査

Process Explorerは作成したアプリ

ケーションのプロセス空間にどのDLL

がロードされるのかを表示する機能を

持っている。

.NETアプリケーションではクラスラ

イブラリはDLLとしてビルドされるた

め、ロードされたDLLを特定のタイミ

ングで確認できるなら、

「どのタイミングでどのクラスライブラ

リがプロセス空間に存在しているか」

がわかる。これはデバッグをするとき

にとても重要な情報となる。なぜなら

例外発生時の手順を再現化できれば、

解析対象を例外発生時に表示されてい

たDLLに絞り込むことができるからだ。

Process Explorerの機能でとくに優

れているのは「前回ロードされていた

ときとの差分を異なる色によって識別

できる」ことだ。まずはこれを簡単な

サンプルを使って説明することにする。
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ツールを
利用する意味

深刻なバグを調査するときには、利

用するテクノロジー（OSや言語、ライ

ブラリなど）の理解が不可欠である。

しかしこれはソースコードや専門書籍

を熟読しすべてを把握しなければなら

ないということではない。関数の呼び
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リスト1・2のサンプルコードを見て

もらいたい。これは、ボタンのクリッ

クにより「stringbuffer.dll」をロードし

て文字列を表示する簡単なWindowsア

プリケーションである。

s調査の前準備

まずは何も画面に表示していない状

態でProcess Explorerを起動しておく。

ここでひとつ注意しなくてはならな

い機能がある。それは、Process Explo

rerはデフォルトで表示内容を自動更新

してしまうことである。この機能はデバ

ッグ時に致命的な欠点となる場合があ

る。たとえば一瞬だけロードされるよう

なDLLが例外を起こしていた場合、自

動更新ではアンロードされたDLLが表

示されないので、例外を起こしたDLL

がProcess Explorerに表示されないこ

とがあるからだ。

そこでProcess Explorerのメニュー

から［View］-［Update Speed］と移動

して［Paused］に設定を変更すると更

新条件を手動更新に変更できる（図1）。

デバッグ時にはこの状態で作業を進め

てもらいたい。

sDLLの表示方法

リスト2に示したサンプルのEXEフ

ァイル（DisplayString.exe）を実行し、

［F5］キーを押して表示内容を更新する

と図2のように表示される。本稿はカラ

ーではないので見にくいかもしれない

が、新しく起動された「DisplayString.

exe」が上のペインに表示されているの

private void btnDisplay_Click(object sender, System.EventArgs e)
{

string str;
str = "";
ArrangeString asDisplay = new ArrangeString();
asDisplay.SetString(ref str);
txtDisplay.Text = str;

}

リスト2：stringbuffer.dllをロードして文字列を表示するサンプル

namespace StringBuffer
{

public class ArrangeString
{

public ArrangeString()
{
}
public void SetString(ref string str)
{

str = "In DLL";
}

}
}

リスト1：stringbuffer.dllのソース

図1：Process Explorerの画面更新設定を手動更新に変更

図2：Process Explorerによるプロセス表示




